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「知」が問い直される時代に――。教養と学問が関係することは、実は自明ではない
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。教養とは何か。また学問と思想はどのように関わるのか。知識人として、学者とし
て、丸山が発し続けた問いと思考の展開を、遺された言葉の総体から精緻に読み解き
、「丸山論」をこえて現代日本に提示。 【書評】
・『みすず』(2020年1・2月合併号、読書アンケート特集、上山安敏氏紹介) “……
丸山眞男を教養思想から追うという意表をついた追跡の原動力が何であったか考えさ
せられる。彼は日本人の心性に宿る「作法」と「教養」というモチーフを持ち続けた
。それと記者出身の彼の筆致の裏にはジャーナリズム=編集者の感覚がある。偉大な
日本人の成し遂げた業績を学者として丹念に資料操作していくと同時に編集していく
技倆には脱帽する他ない。……”(p.91)
・『週刊読書人』(2019年11月29日号、第3317号、評者:山辺春彦氏)
・『図書新聞』(2019年10月12日号、第3418号、評者:都築勉氏)教養と学問が関係す
ることは、実は自明ではない。教養とは何か。また学問と思想はどのように関わるの
か。知識人として、学者として、丸山が発し続けた問いと思考の展開を、遺された言
葉の総体から精緻に読み解き、「丸山論」をこえて現代日本に提示。
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